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•温泉地全体の療養効果等を科
学的に把握し、その結果の情
報発信

•統一フォーマットの提示によ
り、全国的なデータの蓄積、
評価、公開

•ストレス社会、健康長寿社会
においての重要性を踏まえた
準備

「新・湯治」の効果の把握
と普及、全国展開

楽しく、元気になるプログラムの提供

•外湯めぐりの充実といった「にぎわいの創出」
•周辺の自然環境等の地域資源を一体的に評価し、
持続的な利用

•温泉地を拠点とした広域周遊、国立公園満喫プ
ロジェクトとの連携

･･ 「新・湯治」を提供する場としての新しい温泉地のあり方、
環境省や関係機関に求めることをまとめたもの

新・湯治推進プラン

推進体制
の構築等

•地域会社設立や観光組織（DMO
等）の活用による体制づくり、財
源確保

•地域外の民間企業等との連携
•関係省庁の連携

•泉質、地域資源を活かしたプログラムの提供
•多様な温泉地間の連携による情報発信等
•年代、国籍を問わず、長期滞在しやすい宿泊
プランづくり

温泉地の環境づくり

国民保養温泉地が中核
的・先進的な役割

環境省が取り組む温泉地活性化の方針（有識者会議提言）



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会

•これまで、温泉の効果に関する研究は特定の温
泉地で、小規模な被験者を対象にした実験的な
研究が主だった。

•「新・湯治」の推進には、その効果の把握が重
要である。

•広く日本全国の温泉地で、迅速に多数の方の
「新・湯治」による心身の変化を数値化するこ
とが必要である。

•多くの温泉地が参加できる簡易で、かつ「新・
湯治」の効果測定ができる手法を検討した。



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会
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新・湯治効果測定調査プロジェクト

効果把握の方法

■目的
日本国内には約 3,000 の温泉地が存在しており、その多くが従来から地域の重

要な健康増進や観光の中核地。
温泉地全体がどのように心身へ影響を与えるかを抽出し、温泉地の魅力向上、

人々の健康増進へ寄与を目的。
■調査方法
・環境省が作成する統一フォーマット（調査票）を活用し、温泉地において温泉
利用者に記入を依頼し、回収・入力の上、環境省に集約
・全国のデータをとりまとめて公表（年度ごとの予定）

■目標
2020年度までの３年間で延べ50温泉地、10,000人のデータ収集

・調査票を環境省HPからダウンロードし
てください。
・アンケート調査を行う場所の許可や
人的配置など、必要な調整を行ってく
ださい。
・調査計画書を環境省が指定する機
関へ提出してください。
・調査票の文言等は変えないでください。
追加で質問を加えることは可能です。

・調査票を印刷の上、旅行客に対してアン
ケートを実施してください。

※WEBアンケートなどを活用すると集計が簡
便になります。
※回答者へは可能なら優待券などの謝礼が
あるとよいでしょう。

・アンケートが集まったら、環境省HPより
集計ひな形をダウンロードいただき、適
宜入力してください。
・入力が終わったデータは環境省が指
定する機関まで送付してください。
・個別にPRをご希望される場合は、 環
境省が指定する事業者までご連絡くだ
さい。

STEP1（準備） STEP２（アンケート実施） STEP３（提出）



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会

基本的な考え方

• 厳密な実験的な研究というよりは、ゆるやかな疫学
調査的な内容で

• ただし、全国の温泉地で統一の調査票を用いて症例
数を多くする

• 疾患は扱わない
• 主観的な心身の変化を中心に数値化

• 温泉地の観光協会や旅館組合、ホテル単独でも実施
できるものに

• 技術的支援は事務局がサポート
• 温泉地の皆さん、調査参加ご協力をよろしくお願いします

• データは全国から集約して解析
• 基本は電子データ（エクセル等）で
• 紙媒体で事務局提出も可能に（実費負担有）



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会

基本的な考え方

•調査を実施する温泉地のメリットにもなるよう
に

• 各温泉地の広報にも使えるように
• 事務局がサポート

•温泉地での過ごし方も調査
• 運動系や買い物等、運動強度を意識して費やした時
間を問う

•簡単な調査実施マニュアルも作成
•さらに高度な調査をしたい場合のヒントも掲載



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会

主観的健康感

温泉地訪問目的



「新・湯治」の効果測定手法に関する検討会

温泉地訪問目的

感想
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心身の変化

アクティビ
ティー
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プロジェクト実施事務局
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